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2007年３月１日（毎月1回1日発行） 第450号 （１） 一人は万人のために 万人は一人のために 

利根保健生協 

♦出資金一世帯平均で全国目標の 
　５万円達成をめざしましょう 

理事28名　監事3名　総代205名　班長1340名　保健委員1723名 
くらしの相談員126名　ホームヘルパー2級144名　3級40名 

２００７年１月現勢 

生協組合員  
出 資 金 額  
平均出資金額 

26,019世帯 
1,149,088,000円 

44,163円 

・・・・・・・・・・ 
・・・・ 
・・・・・・・・・・・・ 

利根保健生活協同組合 
発行人　木 村  朝次郎　　発行部数　22,000 
編　集　「利根の保健」編集委員会 

事業所 

片品村鎌田 

〒３７８-００５３  沼田市東原新町１８５５番地の１ 
☎0278（22）4321　　FAX（22）4393
利 根 中 央 病 院  
利 根 歯 科 診 療 所  
老 人 保 健 施 設 と ね  
とね訪問看護ステーション 
片 品 診 療 所  

☎（22）4321 
☎（24）9418 
☎（22）8855 
☎（23）3706 
☎（58）3910

印　刷　有限会社 コトブキ印刷 

　
「
透
析
医
師
や
め
な

い
で
！
」
の
請
願
署
名

は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

で
年
越
し
の
一
カ
月
間

に
１
万
９
千
２
百
人
か
ら
寄
せ
ら

れ
、
さ
っ
そ
く
県
議
会
に
提
出
。

群
大
病
院
の
担
当
医
局
に
も
要
請

し
、
「な
ん
と
か
継
続
に
努
め
ま

す
」
と
い
う
答
え
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
▼
人
工
透
析
は
、
糖

尿
病
な
ど
の
悪
化
で
血
液
を
濾
過

す
る
働
き
が
に
ぶ
っ
た
腎
臓
を
助

け
る
「
命
綱
」
の
療
法
で
す
。
こ

れ
を
週
２
、
３
回
定
期
的
に
続
け

て
体
調
維
持
管
理
を
す
る
た
め
に

専
門
医
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
▼
し
か

も
利
根
・
吾
妻
の
よ
う
な
山
間
僻

地
の
病
院
で
は
、
透
析
だ
け
で
な

く
小
児
科
・
産
婦
人
科
な
ど
医
師

不
足
が
深
刻
で
す
。
そ
の
最
た
る

要
因
は
、
国
が
負
担
す
る
医
療
費

を
削
る
た
め
に
医
師
養
成
を
制
限

し
た
こ
と
と
、
医
師
が
生
活
条
件

の
よ
い
大
都
市
に
偏
在
し
て
い
る

た
め
で
す
▼
さ
ら
に
昨
年
４
月
か

ら
、
病
院
に
入
る
診
療
報
酬
を
３
・

16
％
も
カ
ッ
ト
し
た
た
め
病
院
経

営
が
窮
地
に
立
た
さ
れ
、
肝
心
の

医
師
や
専
門
技
術
者
の
確
保
に
も

大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
▼

「
格
差
が
出
る
こ
と
は
悪
い
こ
と

で
は
な
い
」「
成
功
者
を
ね
た
む

よ
う
で
は
社
会
の
発
展
は
な
い
」

等
の
国
会
答
弁
も
あ
り
、
僻
地
も

ろ
と
も
弱
者
が
切
り
捨
て
ら
れ
る

「
格
差
社
会
」
が
広
が
る
ば
か
り
。

そ
れ
が
医
師
不
足
に
も
か
ら
み
、

住
民
の
生
命
に
関
わ
り
事
態
は
深

刻
で
す
▼
当
病
院
は
厚
労
省
指
定

の
研
修
病
院
と
し
て
新
卒
医
師
を

受
け
入
れ
、
今
後
の
地
域
医
療
の

担
い
手
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま

す
。
こ
の
面
で
も
ぜ
ひ
と
も
皆
さ

ん
の
英
知
を
集
め
た
お
力
添
え
を

お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
（
木
） 

あぜ道 あぜ道 

ピロリ菌は人の胃の中に住みつき、慢性胃炎を起こし、胃潰瘍や胃がんを誘発します。 

　
利
根
中
央
病
院
は
昨
年
8
月
、
厚
生
労
働
省
「
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
2
月
3
日
（土
）、ホ
テ
ル
ベ
ラ
ヴ
ィ
ー
タ
で
、

利
根
沼
田
地
域
の
が
ん
医
療
を
考
え
る
集
い
を
開
催
。
特
別
講
演
と
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
医
療
関
係
者
ら
1
3
0
人
が
参
加
し
て
、
熱
心
な
討
議
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
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患
者
に「
安
心
」の
医
療
を 

が
ん
克
服 

講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

　
都
築
靖
病
院
長
の
開
会
挨
拶
。

星
野
已
喜
雄
沼
田
市
長
、
国
府
田

坦
沼
田
利
根
医
師
会
会
長
よ
り
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。 

　
特
別
講
演
「
地
域
が
ん
患
者
在

宅
支
援
の
現
状
」
で
は
、
高
崎
市

で
「
在
宅
で
の
が
ん
医
療
」
で
先

進
的
な
診
療
を
行
っ
て
い
る
小
笠

原
一
夫
先
生
（
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ

ク
小
笠
原
医
院
長
）が
、
15
年
間

に
約
３
０
０
件
の
が
ん
患
者
・
家

族
か
ら
相
談
を
受
け
た
経
験
を
報

告
さ
れ
ま
し
た
。 

　
が
ん
告
知
や
痛
み
の
治
療
、
在

宅
で
の
ケ
ア
の
不
安
な
ど
患
者
の

悩
み
は
千
差
万
別
で
、
対
応
も
多

様
な
も
の
が
あ
る
。
患
者
は
死

や
、
痛
み
が
い
つ
起
き
い
つ
ま
で

続
く
の
か
な
ど
の
不
安
を
い
つ
も

抱
え
て
お
り
、
医
療
者
は
患
者
に

「
安
心
」を
与
え
、切
れ
目
の
な
い

支
援
が
重
要
。
特
に
、
家
庭
で
最

後
を
看
取
る
に
は
、
家
族
へ
の
心

身
両
面
の
支
援
、
デ
イ
ホ
ス
ピ
ス

や
訪
問
看
護
・
介
護
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
（短
期
入
所
）等
を
活
用
し

た
多
機
能
で
継
続
し
た
ケ
ア
の
必

要
性
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

　
「が
ん
診
療
と
地
域
連
携
」
の

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
利
根
中

央
病
院
緩
和
ケ
ア
診
療
科
原
敬
医

長
の
司
会
で
、
特
別
講
演
の
小
笠

原
先
生
や
真
鍋
重
夫
県
保
健
予
防

課
長
、
竹
内
医
院
の
竹
内
法
明
先

生
な
ど
が
ん
医
療
に
精
通
し
、
第

一
線
で
活
躍
し
て
い
る
７
人
か

ら
、
日
頃
取
り
組
ん
で
い
る
事
や

課
題
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
後
は
現
状
を
ふ
ま
え
、
が
ん

診
療
全
般
の
連
携
問
題
、
特
に
高

齢
化
や
少
子
化
が
進
み
、
介
護
力

な
ど
が
弱
体
化
す
る
中
で
の
在
宅

で
の
ケ
ア
お
い
て
、
患
者
・
家
族

を
中
心
に
地
域
連
携
を
ど
の
様
に

す
す
め
て
い
く
か
な
ど
が
活
発
に

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
当
院
外
科
の
関
原
正
夫

医
長
は
、
沼
田
利
根
メ
デ
ィ
カ

ル
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
検
証

医
の
立
場
か
ら
「
在
宅
死
に
関
連

し
た
救
急
搬
送
対
応
に
つ
い
て
」。

当
生
協
千
木
良
敏
雄
専
務
理
事
は

「
地
域
連
携
へ
の
生
活
協
同
組
合

と
し
て
の
取
り
組
み
」
の
特
別
報

告
が
さ
れ
ま
し
た
。 

　
都
築
病
院
長
談
　
ま
だ
群
馬
県

内
で
は
「
が
ん
医
療
」
で
の
地
域

丸
ご
と
公
開
討
論
会
は
行
わ
れ
て

い
な
い
。
こ
の
催
し
が
県
内
第
１

号
と
も
言
う
べ
き
画
期
的
な
行
事

で
あ
っ
た
。 

　
会
の
主
旨
は
地
域
や
家
族
、
医

療
機
関
が
夫
々
の
役
割
を
連
携
し

て
が
ん
末
期
に
ど
う
対
処
し
て
い

く
か
と
言
う
事
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
現
実
に
死
に
ゆ
く
人
、
痛
み

の
あ
る
人
に
看
護
力
、
介
護
力
が

地
域
や
家
庭
で
弱
体
化
し
て
い
る

中
、
地
域
で
ど
こ
ま
で
対
応
や
実

践
で
き
る
の
か
今
後
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
地
域
住
民
や
他
の
医

療
機
関
な
ど
と
も
連
携
を
強
め
な

が
ら
解
決
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。 

　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
２
月

14
日
、
全
国
の
医
療
生
協
は
「
虹

の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
」
行
動
を
取
り

組
み
ま
し
た
。
「医
療
や
介
護
保

険
」
「憲
法
９
条
」
な
ど
で
、
医

療
生
協
の
考
え
を
地
域
に
広
げ
、

住
民
の
「
声
」
を
国
な
ど
に
届
け

る
取
り
組
み
で
す
。
利
根
保
健
生

協
で
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
付
の
は
が

き
１
２
０
０
組
を
配
布
し
ま
し
た
。 

　
５
０
０
組
を
準
備
し
た
利
根
中

央
病
院
外
来
の
行
動
に
は
、
生
協

の
ハ
ッ
ピ
を
着
た
18
人
の
組
合

員
、
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
回
収
箱
に
は
早
速
多
く
の
は
が

き
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

は
「
憲
法
９
条
、
25
条
は
絶
対

に
改
憲
し
な
い
よ
う
頑
張
っ
て
下

さ
い
」
「医
療
制
度
の
改
悪
で
困

っ
て
い
ま
す
」
「介
護
・
療
養
難

民
を
つ
く
ら
な
い
高
齢
者
に
思
い

や
り
の
あ
る
政
治
を
望
む
」
「
療

養
病
床
の
削
減
は
困
り
ま
す
。
今

で
も
ベ
ッ
ト
待
ち
の
人
が
多
く
い

ま
す
」
等
の
意
見
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

患
者
・
家
族
を
中
心
に 

　
　 

地
域
医
療
連
携
の
強
化 
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第
31
回 

通
常
総
代
会 

役
員
選
挙
の
公
示 

　
こ
の
３
月
末
を
も
っ
て
２
０
０
６
年
度
は
終
了
と
な
り
ま
す
。
当
生
協
定
款
49

条
に
も
と
づ
き
第
31
回
通
常
総
代
会
を
以
下
の
通
り
行
い
ま
す
。 

　
日
時
　
２
０
０
７
年
５
月
25
日
（金
）
午
前
９
時
30
分
開
会 

　
場
所
　
利
根
沼
田
文
化
会
館
　
小
ホ
ー
ル 

総
代
各
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
根
保
健
生
活
協
同
組
合
　
　
　
　
　 

理
事
長
　
金
井
　
和
夫
　 

　
役
員
の
任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
定
款
18
条
・
19
条
、
役
員
選
挙
規
約
２
条
に

も
と
づ
き
、
第
31
回
通
常
総
代
会
に
於
い
て
選
挙
を
行
い
ま
す
。 

　
○
選
挙
定
数
　
理
事
30
名
　
監
事
５
名 

　
○
立
候
補
受
付
期
間
　
４
月
25
日
〜
５
月
10
日 

　
○
立
候
補
の
届
け
出
　
定
め
ら
れ
た
様
式
に
よ
り
、
住
所
・
氏
名
・
主
な
社
会

活
動
歴
及
び
生
協
活
動
に
対
す
る
抱
負
を
記
載
し
、
理
事
長
ま
で
届
出
し
て
く
だ

さ
い
。
届
出
に
は
、
所
属
支
部
ま
た
は
中
央
保
健
連
絡
会
か
２
つ
以
上
の
班
会
議

等
の
推
薦
が
必
要
で
す
。
（
届
出
用
紙
は
各
支
部
長
か
、
生
協
総
務
課
に
あ
り
ま
す
） 

　
以
上
公
示
し
ま
す
。 

　
　
２
０
０
７
年
４
月
25
日
　
　
　
　
　
利
根
保
健
生
活
協
同
組
合 

理
事
長
　
金
井
　
和
夫
　 

介護難民をなくそう 
「虹のバレンタイン行動」 

熱心な討論をされたシンポジストの皆さん 

待
合
室
で
配
る
組
合
員
・
職
員 



 

日本でのピロリ菌感染者は5000～6000万人と推計され、50歳以上では６割以上が感染。 

2007年３月１日（毎月1回1日発行） 第450号　（２） 利 根 の 保 健  

〈
沼
田
東
支
部
〉 

高
山
　
時
夫 

〈
沼
田
中
支
部
〉 

会
田
　
浩
衛 

〈
沼
田
北
支
部
〉 

山
口
　
フ
ミ 

〈
薄
根
支
部
〉 

片
山
　
　
敏 

〈
川
田
支
部
〉 

塩
野
　
益
夫 

渋
谷
　
伸
一 

〈
片
品
支
部
〉 

萩
原
　
保
正 

梶
原
　
利
雄 

〈
川
場
支
部
〉 

横
坂
　
公
志 

春
原
　
　
薫 

堀
上
　
み
つ 

生
方
　
錦
治 

〈
新
治
支
部
〉 

林
　
　
照
子 

羽
賀
旭
佐
子 

本
多
　
秀
志 

森
下
　
修
司 

〈
高
山
支
部
〉 

尾
身
　
　
豊 

〈
沼
田
東
支
部
〉 

　（
1580
口
以
上
） 

佐
藤
　
　
力 

　（
1130
口
以
上
） 

大
島
　
昭
治 

　（
910
口
以
上
） 

入
沢
　
又
一 

　（
540
口
以
上
） 

小
島
　
太
吉 

　（
150
口
以
上
） 

佐
々
木
基
雄 

　（
130
口
以
上
） 

清
水
　
　
剛 

　（
120
口
以
上
） 

桑
原
　
清
一 

　（
100
口
以
上
） 

林
　
　
栄
一 

　（
50
口
以
上
） 

戸
部
　
　
泉 

　（
10
口
以
上
） 

藤
田
四
津
雄 

〈
沼
田
中
支
部
〉 

　（
510
口
以
上
） 

大
脇
　
仙
吉 

　（
260
口
以
上
） 

都
丸
　
順
次 

　（
190
口
以
上
） 

神
尾
　
　
忠 

　（
70
口
以
上
） 

内
海
　
洋
子 

〈
沼
田
西
支
部
〉 

　（
2760
口
以
上
） 

加
藤
　
岩
男 

　（
30
口
以
上
） 

宮
原
　
弘
美 

〈
沼
田
南
支
部
〉 

　（
160
口
以
上
） 

田
辺
ユ
キ
子 

〈
沼
田
北
支
部
〉 

　（
810
口
以
上
） 

中
村
　
唯
雄 

　（
530
口
以
上
） 

角
田
　
正
男 

　（
210
口
以
上
） 

落
合
　
孝
次 

柳
　
美
惠
子 

　（
170
口
以
上
） 

橋
壁
　
一
男 

　（
40
口
以
上
） 

鳥
山
　
　
均 

　（
30
口
以
上
） 

池
田
　
倩
二 

　（
20
口
以
上
） 

小
林
　
常
治 

〈
利
南
支
部
〉 

　（
150
口
以
上
） 

武
井
　
良
助 

　（
30
口
以
上
） 

山
崎
九
二
夫 

〈
池
田
支
部
〉 

　（
50
口
以
上
） 

斉
藤
　
幸
作 

〈
薄
根
支
部
〉 

　（
1110
口
以
上
） 

金
子
　
幸
子 

〈
川
田
支
部
〉 

　（
90
口
以
上
） 

深
代
　
　
誠 

〈
白
沢
支
部
〉 

　（
90
口
以
上
） 

鶴
渕
　
秀
行 

　（
10
口
以
上
） 

尾
崎
　
利
夫 

〈
利
根
北
支
部
〉 

　（
530
口
以
上
） 

金
子
喜
一
郎 

〈
片
品
支
部
〉 

　（
1710
口
以
上
） 

原
沢
　
粂
夫 

〈
川
場
支
部
〉 

　（
300
口
以
上
） 

高
山
　
廣
昭 

　（
200
口
以
上
） 

戸
部
　
正
治 

千
木
良
晴
美 

　（
150
口
以
上
） 

原
沢
五
十
二 

　（
130
口
以
上
） 

小
林
　
文
吉 

小
林
　
桂
一 

　（
90
口
以
上
） 

堀
上
仁
左
エ
門 

松
井
　
利
雄 

　（
80
口
以
上
） 

内
藤
　
巳
七 

　（
70
口
以
上
） 

高
井
　
隆
司 

角
田
　
菊
一 

　（
50
口
以
上
） 

新
木
　
　
多 

　（
40
口
以
上
） 

松
井
　
大
助 

　（
30
口
以
上
） 

戸
丸
　
佑
一 

千
木
良
貴
徳 

　（
20
口
以
上
） 

松
井
　
四
郎 

関
　
　
積
雄 

松
井
　
洋
子 

柳
　
　
　
実 

小
暮
　
宗
二 

木
村
　
辰
三 

桑
原
　
弥
平 

関
　
　
紀
元 

金
澤
美
智
造 

　（
10
口
以
上
） 

飯
塚
　
卓
冶 

春
原
　
英
昭 

吉
野
　
彦
一 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

　（
1400
口
以
上
） 

小
林
　
一
義 

　（
330
口
以
上
） 

櫛
渕
寿
美
子 

　（
310
口
以
上
） 

尾
崎
　
孝
男 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

　（
100
口
以
上
） 

須
田
さ
か
江 

　（
70
口
以
上
） 

岸
　
　
達
男 

　（
40
口
以
上
） 

高
橋
　
一
弘 

原
沢
　
隆
夫 

〈
水
上
支
部
〉 

　（
2450
口
以
上
） 

穂
苅
　
清
一 

　（
290
口
以
上
） 

須
藤
　
裕
子 

　（
160
口
以
上
） 

武
田
　
芳
治 

　（
60
口
以
上
） 

宇
津
木
彦
久 

　（
50
口
以
上
） 

斉
藤
　
澄
子 

　（
30
口
以
上
） 

中
島
　
人
士 

〈
新
治
支
部
〉 

　（
1940
口
以
上
） 

田
村
　
久
雄 

　（
210
口
以
上
） 

綿
貫
　
秀
夫 

　（
180
口
以
上
） 

石
坂
　
時
治 

　（
40
口
以
上
） 

熊
澤
　
玲
子 

　（
30
口
以
上
） 

本
多
　
秀
志 

　（
10
口
以
上
） 

原
沢
伝
兵
衛 

〈
昭
和
東
支
部
〉 

　（
80
口
以
上
） 

田
口
　
仁
士 

〈
昭
和
南
支
部
〉 

　（
220
口
以
上
） 

菅
原
　
和
夫 

　（
110
口
以
上
） 

竹
内
　
芳
茂 

〈
高
山
支
部
〉 

　（
70
口
以
上
） 

星
野
　
勝
弘 

よ
う 

 

こ
そ 

1
月
の 

新
加
入
者 

新
し
い
仲
間 

▼
1
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
二
九
人
で
し
た
。（
敬
称
略
） 

　
が
ん
は
恐
ろ
し
い
病
気
だ
と
言

わ
れ
ま
す
。
い
の
ち
に
関
わ
る
病

気
だ
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
、
治

療
の
つ
ら
さ
、
入
院
中
の
不
自
由

さ
、
再
発
を
気
に
し
な
が
ら
の
生

活
、
い
ま
の
仕
事
へ
の
復
帰
、
家

族
へ
の
負
担
の
大
き
さ
な
ど
と
い

っ
た
不
安
が
大
き
く
の
し
か
か
る

か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
こ
う
い
っ
た
不
安
へ
き
め
細

か
く
応
じ
る
態
勢
が
あ
れ
ば
、
ほ

ん
の
ち
ょ
っ
と
だ
け
安
心
に
つ
な

が
る
で
し
ょ
う
。
「
が
ん
を
抱
え

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
し

た
い
」
、
こ
れ
は
政
府
が
構
想
す

る
が
ん
医
療
の
目
標
で
す
。
利
根

中
央
病
院
は
、
政
府
指
定
の
が

ん
拠
点
病
院
に
な
り
、
が
ん
の

診
断
や
治
療
だ
け
で
な
く
、
が

ん
に
病
む
患
者
さ
ん
や
ご
家
族

の
不
安
に
気
軽
に
応
じ
る
こ
と

も
役
割
に
な
っ
た
の
で
す
。 

　
こ
う
し
た
中
、
地
域
公
開
講

演
会
「
利
根
沼
田
地
域
の
が
ん

診
療
の
い
ま
と
こ
れ
か
ら
」
を

開
催
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で

す
。
座
席
に
限
り
が
あ
り
ま
す

が
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。 

 

利
根
中
央
病
院 
地
域
が
ん
診
療 

連
携
機
能
強
化
委
員
会 

委
員
長
　
原
　
　
敬 

増
資
者
一
覧 

1
月
分 

▼
毎
月
一
万
単
位
に
到
達
し
た
方
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す 

▼
1
月
の
増
資
は
六
七
四
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た 

　
八
四
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。 （
敬
称
略
） 
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利
根
沼
田
地
域
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が
ん
診
療
の
い
ま
と
こ
れ
か
ら 
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群
馬
の
民
主
運
動
の
話
も 

利
根
沼
田
九
条
の
会 

　
　
　  

二
周
年
集
会 

地域がん診療連携拠点病院 

公開講演会のご案内 
と　き　３月24日（土） 午後２時～ 

ところ　グリーンベル21 ７階 
　　　　グリーンプラザ 
　　　　入場無料 

特別講演 
　ガンに病むことは負けではない 
　　～新しい生き方を習う～ 
　　講師　松田　輝雄氏 
 

講　　演 
　利根沼田の「がん医療」 
　　～いまと　これから～ 

　早稲田大学卒業。NHK
エグゼクティブアナウン
サーとして活躍後フリー
ランスに。NHK「おはよ
う広場」「今日の健康」
など、出演番組多数。 

長坂一三副院長、安藤哲診療技術部長、
原敬緩和ケア診療科長、金子れい子看
護部長、大竹美恵子薬局長 

がんに病む不安や悩みをどこへどう相談して
よいかを知っていただく機会にしたいと考え
ています。 

年
度
末
ま
で
粘
り
強
く
 

　
川
場
支
部
の
増
資
協
力
46
％
 

毎
月
、保
険
証
の
ご
提
示
を 

　
病
院
・
診
療
所
の
窓
口
で
は
、健
康

保
険
証
は
、毎
月
確
認
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。 

　
生
協
の
組
合
員
証
は
、初
診
時
に

必
ず
お
見
せ
下
さ
い
。保
管
は
保
険

証
と
一
緒
に
、転
居
、退
職
な
ど
変
更

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、生
協
本
部
に

お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

　
新
病
院
建
設
の
成
功
を
め
ざ
し

て
「
自
己
資
金
確
保
一
億
円
」
を

目
標
に
と
り
く
み
を
す
す
め
て
き

ま
し
た
。 

　
い
ま
、
組
合
員
２
万
６
千
世
帯
、

今
年
度
の
出
資
増
加
額
７
千
３
百

万
円
、
出
資
金
総
額
で
は
11
億
４

千
９
百
万
円
、
一
組
合
員
平
均
額

は
４
万
４
千
１
６
３
円
と
な
り
ま

し
た
。（
２
月
22
日
現
在
） 

　
「
生
協
強
化
月
間
」
は
終
わ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
各
地
域
で
年

度
末
に
向
け
て
粘
り
強
い
と
り
く

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
月
間
後
も
引
き
続
き
活
動
し
て

い
る
川
場
支
部
で
は
、
一
月
末
現

在
、
46
％
の
組
合
員
か
ら
増
資
協

力
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

担
当
理
事
を
先
頭
に
支
部
役
員
と
、

職
員
と
の
密
接
な
連
携
に
よ
る
も

の
で
す
。
支
部
担
当
の
星
野
理
事

は
「
金
額
は
多
い
に
こ
し
た
こ
と

は
な
い
が
、
増
資
し
て
く
れ
る
人

を
増
や
す
こ
と
が
基
本
だ
と
思
っ

て
や
っ
て
き
た
」
と
今
後
の
訪
問

活
動
も
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
診
療
所
が
あ
る
片
品
支

部
で
も
、
二
月
の
支
部
運
営
委
員

会
で
「
増
資
協
力
世
帯
30
％
を
達

成
し
よ
う
」
と
話
し
合
い
重
点
地

域
を
決
め
て
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。 

　
生
協
の
医
療
・
介
護
内
容
を
充

実
さ
せ
、
誰
も
が
「
丈
夫
で
長
生

き
」
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

健
康
第
一
の
明
る
い
街
づ
く
り
を

す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 
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病
院
の
待
合
い
を
は
じ
め
各
施

設
に
設
け
て
あ
る
「
ユ
ニ
セ
フ
募

金
箱
」
に
こ
の
一
年
間
で
、
千
円

札
十
数
枚
を
含
め
て
、
計
４
万
８

千
４
１
０
円
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
早
速
ユ
ニ
セ
フ
協
会
に
送

金
し
ま
し
た
。 

　
今
も
世
界
の
ど
こ
か
で
３
秒
に

一
人
の
幼
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま

す
。
ユ
ニ
セ
フ
は
（
国
際
連
合
児

童
基
金
）、
こ
う
し
た
発
展
途
上

国
や
被
災
国
の
子
ど
も
た
ち
の
生

存
と
健
や
か
な
成
長
を
守
る
た
め

に
活
動
し
て
い
る
国
連
機
関
で

す
。
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

　
３
月
10
日
（土
）
13
時
開
場 

　
会
場
、
み
な
か
み
町
カ
ル
チ
ャ

ー
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ
上
牧
駅
南
＝

既
報
、
会
場
変
更
） 

　
５
月
の
憲
法
記
念
日
ま
で
に
改

憲
手
続
き
法
案
が
成
立
の
動
き
が

活
発
化
す
る
な
か
、
日
本
国
憲
法

の
世
界
に
果
た
す
役
割
を
学
び
ま

し
ょ
う
。 

　
２
月
３
日
「
班
会
等
で
歯
み
が

き
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
な
ろ

う
」
と
29
人
の
歯
の
保
健
委
員

が
参
加
し
交
流
し
ま
し
た
。 

　
地
域
で
、「
歯
の
班
会
」
を
い

っ
そ
う
広
め
て
い
こ
う
。
「
自
分

の
を
守
っ
て
長
持
ち
さ
せ
る
」「
噛

む
こ
と
の
大
切
さ
と
メ
リ
ッ
ト
」

「
歯
が
悪
い
と
全
身
の
病
気
に
影

響
す
る
」
な
ど
を
三
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
話
し
合
い
ま
し
た
。 

　
「と
っ
ぷ
り
と
日
暮
れ
て
な
ほ

も
聞
こ
え
く
る
雪
解
（ゆ
き
げ
）の

川
の
あ
ら
き
水
音
」
の
歌
で
、
生

協
理
事
の
林
郁
次
さ
ん
が
東
京
新

聞
の
「
東
京
歌
壇
」（
岡
野
弘
彦
選
）

で
平
成
18
年
度
年
間
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。 

方針づくり検討会 
利根歯科診療所 

「
ユ
ニ
セ
フ
募
金
」に 

　  

４
８
、４
１
０
円
　 

歯
の
班
会
を 

 

い
っ
そ
う
広
げ
よ
う 

林
理
事
が 

  

東
京
新
聞 

　 

短
歌「
年
間
賞
」 

　
歯
科
利
用
委
員
と
理
事
会
組
織

委
員
及
び
職
員
代
表
が
参
加
し
て

１
月
24
日
、「
歯
科
診
療
所
07
年

度
の
方
針
づ
く
り
検
討
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
原
田
所
長
は
「
新
診
療
所
に
な

っ
て
３
年
目
、
診
療
台
が
25
に
な

っ
た
が
、
い
ま
の
問
題
は
、
受
診

希
望
が
多
く
夜
間
の
診
察
待
ち
が

数
ヶ
月
と
い
う
状
況
で
、
組
合
員

の
要
望
に
充
分
応
え
ら
れ
て
い
な

い
」
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

　
討
論
の
な
か
、
こ
の
地
域
は
　

県
内
十
一
市
の
中
で
最
も
子
ど
も

の
む
し
歯
が
多
い
」
子
ど
も
も
成

人
も
予
防
に
役
立
つ
「
歯
の
保
健

大
学
の
開
校
」
や
、
「
歯
の
健
康

班
会
」
等
を
広
げ
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
が
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
利
用
委
員
長
の
山
田
理
事
は

「
毎
年
暮
れ
に
行
っ
て
い
る
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
は
、
30
分
以
内
の

待
ち
時
間
、
医
師
と
衛
生
士
の
対

応
や
、
技
工
士
も
積
極
的
に
治
療

室
に
入
り
説
明
す
る
な
ど
で
八
割

の
人
が
評
価
し
て
く
れ
て
い
る
。

一
層
努
力
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。 

歯の保健 
委員交流会 



2007年３月１日（毎月1回1日発行） 第450号 （３） 一人は万人のために 万人は一人のために 

材木町１ 

材木町２ 

材木町１１ 

東原新町１３ 

西原新町１１ 

西倉内町８ 

榛名町１-２ 

榛名町３ 

榛名町８-４ 

榛名町８-２ 

鍛冶町１０ 

鍛冶町５ 

鍛冶町６ 

高橋場町原田明神 

上久屋町馬場 

下久屋町原５-１ 

沼須町合同班１ 

沼須町合同班２ 

フラワータウン 

戸鹿野町１ 

岡谷町西部１ 

東町田 

下川田町田中１ 

下川田町田中２ 

尾合上 

大原下宿１ 

上河原東 

上河原上 

下牧原の中 

須川十二河原 

須川坂下 

布施大塩 

布施河原上 

入原１ 

入原中 

入原上 

判形前原 

五領 

いこいの家 

１階北 

ピロリ菌に感染しているかどうかは、健康班会で簡単に調べることができます。費用は千円です。 

「弾も飛行機もない 
　　　　南方基地で」 

沼田市榛名町　 

 吉 澤 共 治 （92歳） 

戦争体験記 

　
私
は
４
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て

昭
和
村
貝
野
瀬
で
生
れ
育
っ
た
。 

　
昭
和
16
年
か
ら
太
田
の
中
島

飛
行
機
工
場
で
戦
闘
機
の
組
立
て

や
溶
接
工
と
し
て
働
い
て
い
た
。

当
時
、
軍
需
産
業
の
工
員
は
兵
役

が
免
除
に
な
る
と
聞
い
て
い
た
の

に
、
昭
和
18
年
６
月
１
日
に
26

歳
の
私
に
召
集
令
状
が
届
い
て
ビ

ッ
ク
リ
し
た
。 

　
千
葉
の
柏
に
入
隊
す
る
も
３
日

間
で
す
ぐ
に
編
成
が
あ
り
、
高
射

砲
の
陣
地
が
あ
る
東
京
駒
沢
で
一

中
隊
１
５
０
名
の
新
兵
ば
か
り
で

一
ヶ
月
間
の
特
訓
を
受
け
た
。 

　
７
月
に
は
福
岡
の
門
司
港
か
ら

船
団
を
組
み
南
方
に
向
け
て
出
港

し
た
。
途
中
、
敵
の
魚
雷
や
攻
撃

を
避
け
る
た
め
に
大
き
く
迂
回
し

な
が
ら
十
日
も
か
け
て
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
に
到
着
し
た
。
こ
の
間
、
船

団
の
何
隻
か
は
敵
の
攻
撃
を
受
け

て
海
に
沈
ん
だ
。 

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
ス
マ
ト
ラ

に
移
り
、
バ
バ
ラ
ン
川
河
口
に
あ

る
海
辺
の
監
視
所
で
敵
機
襲
撃
を

警
戒
し
て
見
張
り
に
入
っ
た
。 

　
当
時
ス
マ
ト
ラ
の
飛
行
場
に

は
、
日
本
の
飛
行
機
は
偵
察
機
が

１
、
２
機
あ
る
程
度
で
、
敵
機
が

来
襲
し
て
き
て
も
迎
え
撃
つ
武
器

も
弾
も
乏
し
く
「
無
駄
撃
ち
す
る

な
」と
言
わ
れ
て
い
て
「退
避
！
」

の
号
令
で
防
空
壕
に
逃
げ
込
む
だ

け
の
情
け
な
い
状
況
だ
っ
た
。
港

に
は
給
油
船
も
滅
多
に
姿
を
み
せ

な
く
な
り
戦
況
が
一
段
と
不
利
に

な
っ
て
い
る
の
が
わ
か
っ
た
。
た

だ
食
料
は
現
地
員
が
確
保
し
て
い

た
の
で
飢
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
そ
れ
で
も
米
は
少
々
で
薩
摩

芋
を
さ
い
の
目
に
切
っ
て
入
れ
た

「
イ
モ
メ
シ
」
が
主
だ
っ
た
。 

　
幸
い
な
こ
と
に
我
々
が
激
し
い

空
襲
を
受
け
た
の
は
20
年
１
月

４
日
の
米
軍
戦
闘
機
グ
ラ
マ
ン
が

50
機
ほ
ど
の
編
隊
で
攻
撃
し
て

き
た
と
き
の
一
度
だ
け
だ
っ
た
。

機
関
銃
を
乱
射
さ
れ
た
建
物
は
ひ

ど
く
破
壊
さ
れ
採
油
所
は
３
、
４

日
も
燃
え
続
け
た
が
、
仲
間
た
ち

は
防
空
壕
に
逃
げ
込
ん
で
い
た
の

で
死
傷
者
は
な
か
っ
た
。 

　
ス
マ
ト
ラ
か
ら
コ
タ
ノ
パ
ン
へ

移
動
中
に
現
地
住
民
か
ら
「
ニ
ッ

ポ
ン
マ
ケ
タ
」
と
聞
い
た
が
、
は

じ
め
は
本
気
に
し
な
か
っ
た
。
後

に
上
官
か
ら
正
式
に
敗
戦
を
知
ら

さ
れ
た
時
は
、
生
き
て
い
た
喜
び

よ
り
も
戦
争
に
負
け
た
悔
し
さ
が

強
か
っ
た
。
信
頼
し
て
い
た
班
長

は
、
部
下
７
人
と
逃
亡
し
、
残
さ

れ
た
私
た
ち
は
米
兵
に
ど
ん
な
仕

打
ち
を
さ
れ
る
か
不
安
で
、
満
足

に
日
本
へ
帰
れ
る
と
は
ま
っ
た
く

思
え
な
か
っ
た
。 

　
終
戦
後
、
我
々
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
集
め
ら
れ
イ
ギ
リ
ス
軍
の
捕

虜
と
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
兵
は
紳

士
的
で
命
令
違
反
や
盗
み
な
ど
の

問
題
行
動
を
起
さ
な
け
れ
ば
暴
力

や
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
た
だ
食
料
制
限
は
厳
し
く
、

一
週
間
分
と
し
て
支
給
さ
れ
る
乾

パ
ン
や
い
わ
し
の
缶
詰
は
三
日
も

も
た
ず
満
腹
感
あ
る
食
事
に
は
あ

り
つ
け
な
か
っ
た
。 

　
昭
和
20
年
10
月
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
か
ら
引
揚
げ
が
開
始
さ
れ
た

が
私
は
最
終
組
と
な
り
、
22
年

に
広
島
の
宇
品
港
へ
よ
う
や
く
復

員
で
き
た
。
船
か
ら
本
土
が
見
え

た
時
は
声
に
な
ら
な
い
程
の
喜
び

が
こ
み
上
げ
て
き
た
。
列
車
に
乗

換
え
帰
宅
途
中
に
見
た
東
京
は
一

面
が
ま
だ
焼
け
野
原
で
、
想
像
以

上
の
ひ
ど
さ
に
唖
然
と
し
た
。 

　
19
歳
で
母
親
、終
戦
直
前
に
父

親
も
亡
く
な
り
、
無
事
の
帰
郷
を

知
ら
せ
る
者
は
い
な
い
と
思
っ
て

故
郷
の
貝
野
瀬
へ
帰
っ
て
み
る
と
、

召
集
さ
れ
て
い
た
三
人
の
弟
も
無

事
に
復
員
し
て
い
て
再
会
を
喜
ん

だ
。
死
ん
だ
親
父
が
「
戦
争
か
ら

帰
っ
て
来
た
時
の
た
め
に
」
と
中

島
飛
行
場
の
給
料
を
貯
金
し
て
い

て
く
れ
た
の
に
は
驚
い
た
が
、
貨

幣
価
値
は
随
分
下
が
っ
た
う
え

に
、
貯
金
を
引
出
そ
う
に
も
一
日

分
の
メ
シ
が
食
え
る
程
度
し
か
許

可
さ
れ
ず
悔
し
い
思
い
を
し
た
。 

　
戦
争
な
ん
て
馬
鹿
げ
た
も
ん

だ
。
ど
ん
な
に
立
派
な
大
義
名
分

が
あ
っ
て
も
絶
対
に
し
て
は
な
ら

な
い
。 

高
山
支
部
　
五
領
合
同
班
　
　
　 

総
代
　
野
上
　
昭
道 

「
８
つ
の
健
康
習
慣
」で 

 
い
つ
ま
で
も
若
さ
を
保
と
う 

月
夜
野
西
支
部
　
橋
下
合
同
　
　 

代
表
　
本
多
　
　
清 

「
健
康
を
ほ
り
お
こ
す
人
々
」 

　
映
画
で
28
年
前
を
振
返
る 

薄
根
支
部
　
東
町
田
六
班
合
同
　
　 

班
長
　
桑
原
　
信
子 

〃 

　
桑
原
　
俊
仁 

ピ
ロ
リ
菌
チ
ェ
ッ
ク
で 

　 

19
人
中
10
人
が
陽
性 

支部名 班　名 人数 班 長 名 班 会 内 容 

新年会 

新年会 

新年会、尿チェック 

新年会 

新年会 

転倒予防体操、新年会 

記憶力増進、メタボリックシンドローム 

記憶力増進、メタボリックシンドローム 

記憶力増進、メタボリックシンドローム 

記憶力増進、メタボリックシンドローム 

新年会 

新年会 

新年会 

新年会 

セラバンド体操 

大腸がんの話、大腸がんチェック 

ボケ予防の話、大腸がんチェック 

ボケ予防の話、大腸がんチェック 

血圧の話、血管年齢測定 

新年会 

大腸がんチェック、新年会 

大腸がんチェック、体脂肪測定 

笑いの効用、記憶力ゲーム 

笑いの効用、記憶力ゲーム 

花粉症の話 

肺炎の話、記憶力ゲーム 

生活習慣病の話 

生活習慣病の話 

新年会、記憶力増進班会 

新年会 

記憶力ゲーム 

新年会 

食生活の話、尿チェック 

健康輪投げ班会 

健康輪投げ班会 

健康輪投げ班会 

お日まち班会 

記憶力増進、８つの生活習慣 

新年会 

減塩、高血圧の話 

４ 

３ 

４ 

４ 

４ 

６ 

３ 

３ 

３ 

３ 

４ 

３ 

３ 

９ 

５ 

６ 

６ 

５ 

２１ 

６ 

７ 

９ 

５ 

５ 

５ 

４ 

３ 

３ 

６ 

６ 

４ 

１０ 

５ 

６ 

５ 

４ 

８ 

５ 

６ 

１６ 

沼田東

　 

 

 

 

沼田中 

沼田西 

 

 

 

沼田南 

 

 

沼田北 

利　南 

 

 

 

 

 

池　田 

薄　根 

川　田 

 

白　沢 

利根北 

月夜野東 

 

 

新　治 

 

 

 

昭和南 

 

 

高　山 

 

職域・他 

病棟・他 

小野　のぶ 

大谷　好子 

小林永久子 

雲越　タカ 

得能　淑子 

坂大　徳江 

戸部　大吉 

金子　恭子 

宮内はつ枝 

金子　くら 

馬場半次郎 

下　　ろく 

竹村　健一 

石倉　時子 

織田沢澄世 

星野サヨ子 

角田　健吉 

武井きみ江 

 

星野　早苗 

牧野　一江 

桑原　信子 

茂木　チヨ 

生方志づ子 

角田　梅子 

星野　一重 

山浦　和喜 

村上　ちよ 

山田八重子 

田村　照代 

阿部　由子 

福島　槇子 

河合　正子 

堤　　みゑ 

諸田　邦男 

茂木　洋子 

木村千代子 

野上　昭道 

奥木　　茂 

西畠みどり 

４０回 総  計 ２２７人 

1月班会開催一覧 
　
昨
年
秋
の
強
化
月
間
に
は
約
６

割
の
方
々
が
増
資
に
協
力
し
て
く

れ
た
地
域
で
す
。
当
日
集
ま
っ
た

５
人
の
平
均
年
齢
は
70
歳
。
「い

つ
ま
で
も
若
さ
を
保
つ
健
康
法
」

を
「
生
協
の
８
つ
の
健
康
習
慣
」

を
中
心
に
話
し
合
い
ま
し
た
。 

　
「全
く
年
を
と
る
と
忘
れ
っ
ぽ

く
な
っ
て
困
る
な
あ
」
な
ど
の
話

し
も
出
さ
れ
、
今
後
と
も
心
と
体

を
で
き
る
だ
け
使
う
よ
う
に
、
ま

た
班
会
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

う
　
じ
な 

　
施
設
利
用
者
様
と
の
談
話
や
お

茶
出
し
な
ど
日
常
的
に
関
わ
れ
る

方
や
、
施
設
行
事
の
お
花
見
会
・

餅
つ
き
大
会
な
ど
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
幅

広
く
募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

　
温
か
い
気
持
ち
で
寄
り
添
っ
て

く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の

存
在
は
、
と
て
も
心
強
く
あ
り
が

た
い
存
在
で
す
。 

　
「週
に
一
度
」
「一
日
一
時
間
」

で
も
大
歓
迎
で
す
。
み
な
さ
ん
の

力
を
お
貸
し
下
さ
い
。 

お
問
合
せ
　
担
当: 

五
十
嵐（
老
健
と
ね
） 

あ
な
た
の
力
を
お
貸
し
下
さ
い
 

老
健
と
ね
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
募
集
 

聴くことによって相手の心を 
癒す『傾聴』も大事なボラン 
ティアです。 

玄関ボランティアさん募集 
利根中央病院の玄関では、毎朝２名のボランティアさんが
エプロン姿で元気よく活動しています。 
あなたも是非一緒に活動してみませんか？（研修あり） 
 

内容：車イス利用者や高齢者の歩行等のお手伝い 
時間：8：30～11：30　　頻度：月２回程度 
※その他、詳細はお問合せ下さい。（TEL 22-2300） 

　
生
協
創
立
25
周
年
を
記
念
し

て
つ
く
ら
れ
た
「
健
康
を
ほ
り
お

こ
す
人
々
」の
映
画
を
見
ま
し
た
。 

　
映
画
に
は
バ
ッ
ク
に
新
幹
線
駅

工
事
の
場
面
も
あ
り
、
28
年
前

の
姿
に
「
あ
の
頃
は
俺
も
若
か
っ

た
な
あ
」
の
声
。 

　
「組
合
員
も
医
師
・
看
護
師
も

当
時
の
三
倍
以
上
に
な
っ
た
」

「
こ
の
病
院
が
あ
っ
た
お
陰
で
、

み
ん
な
が
ど
ん
な
に
助
か
っ
た
か

知
れ
な
い
。」
「
今
度
の
病
院
づ

く
り
の
資
金
協
力
も
ぜ
ひ
頑
張
ろ

う
」等
の
話
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

胃がん検診を受けましょう 
　厚生労働省の死因統計でも、胃がんは肺がんに
ついで２位で、近年その死亡率は低下しつつあり
ますが、いぜん死亡率の高い病気です。胃がんは
早期発見・治療によって完治できる病気です。 
　がんの早期は自覚症状がないので、健康なうち
に定期の検診を受けることが大切です。 
　沼田市民の場合、市への申込み手続きが必要です。 

①集団検診は４月～６月２９日が申込み期間です。 
②個別検診は４月～１１月末日が申込み期間です。 
※詳細については「広報ぬまた」をご参照下さい。 

【利根中央病院での検診は】 
☆バリウムによるＸ線造影です（２０分程度で終了）。 
☆９、１０、１１月の３ヵ月間で平日実施。 
☆予約が必要です。電話か健診科窓口でお手続き
　下さい。 

お問い合わせ：利根中央病院　電話２２－４３２１（健診科） 

　
「２
月
は
ピ
ロ
リ
菌
の
チ
ェ
ッ

ク
を
し
よ
う
」
と
11
人
が
参
加
。

参
加
で
き
な
い
人
の
尿
も
ス
ポ
イ

ト
式
容
器
に
採
っ
て
持
ち
寄
り

19
人
分
を
チ
ェ
ッ
ク
。
半
数
以

上
の
10
人
も
が
陽
性
で
、
早
速

除
菌
の
す
す
め
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
暮
れ
か
ら
始
め
三
回
目
の
班
会

で
す
が
、
と
て
も
和
や
か
で
す
。 

　
ダ
ン
ベ
ル
体
操
な
ど
も
織
り
交

ぜ
な
が
ら
「
病
気
に
な
ら
な
い
よ

う
心
も
柔
軟
に
し
て
続
け
て
い
こ

う
」
と
話
し
合
い
ま
し
た
。 
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国
道
を
横
切
る
老
ひ
の
目
の
嶮
し
弾
丸
の
す
き
間
を
見

極
め
る
ご
と 

 

泉
水
の
字
さ
え
解
せ
ず
親
し
み
来
し
実
家
の
池
い
ま
駐

車
場
な
り 

 

寒
暖
の
変
り
は
げ
し
き
春
待
つ
日
旅
立
ち
迷
う
か
鴨
の

い
く
群
れ 

 

独
り
居
の
姉
を
訪
ひ
た
る
人
の
声
受
話
器
に
聴
け
ば
心

安
ら
ぐ 

 

背
を
擦
る
わ
が
手
の
温
も
り
伝
わ
る
か
詫
び
つ
つ
姉
は

い
つ
し
か
眠
る 

 

生
け
垣
に
か
ら
ま
り
て
咲
く
ろ
う
梅
の
春
の
香
り
に
し

ば
し
佇
む 

 

早
春
の
可
憐
に
咲
け
し
福
寿
草
粉
雪
舞
散
る
庭
の
片
す
み 

  

独
り
身
の
暮
ら
し
も
楽
し
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
繰
り
返
し
聴

き
親
し
み
覚
ゆ 

沼
田
市
戸
鹿
野
町
　
　
吉
　
江
　
与
　
一 

  

沼
田
市
坊
新
田
町
　
　
小
　
林
　
初
　
江 

  

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
笛
　
木
　
睦
　
子 

  

み
な
か
み
町
新
巻
　
　
田
　
村
　
ふ
　
さ 

  

沼
田
市
上
原
町
　
　
　
津
久
井
　
澄
　
恵 

  

み
な
か
み
町
月
夜
野
　
木
　
村
　
初
　
枝 

  

み
な
か
み
町
相
俣
　
　
片
　
平
　
ト
モ
子 

  

み
な
か
み
町
下
津
　
　
原
　
沢
　
貞
　
子 

ピロリ菌検査で陽性の人は、水曜日の午後３時からの「ピロリ外来」でご相談ください。 

　
高
山
支
部
で
は
、
支
部
長
の
佐

藤
伸
吉
さ
ん
は
じ
め
全
総
代
が
生

協
の
通
信
講
座
「
支
部
運
営
委
員

入
門
」
を
受
け
て
、
新
病
院
建
設

の
土
台
と
な
る
増
資
と
組
合
員
ふ

や
し
を
超
過
達
成
し
ま
し
た
。
新

田
地
域
を
先
立
っ
て
歩
い
た
渡
辺

さ
ん
は
、
「総
代
な
ん
て
い
う
役

を
も
ら
っ
て
気
が
か
り
だ
っ
た

が
、
『
健
康
が
第
一
だ
。
病
院
が

よ
く
な
ら
な
い
と
、
い
ざ
と
い
う

時
に
困
る
か
ら
』
と
、
み
ん
な
に

協
力
し
て
も
ら
え
て
、
本
当
に
よ

か
っ
た
よ
。」と
話
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
な
か
で
中
央
病
院
の
い
い

評
判
も
、
率
直
な
声
も
気
さ
く
に

聞
き
役
を
つ
と
め
て
き
た
と
い
い

ま
す
。 

　
３
月
初
め
に
は
、
昨
年
に
次
い

で
お
礼
を
か
ね
て
、
新
田
合
同
の

健
康
班
会
を
開
く
予
定
で
す
。 

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

俳 

句 

短 

歌 

な
か
ま
の 

作
品 

せ
せ 

 

ら
ぎ 

「
健
康
第
一
、い
ざ
と
い
う
時
に
」 

高
山
村
中
山 

総
代
　
渡
辺
敏
雄 

さ
ん 

せ
せ
せ
せ 

 

ら
ぎ
ら
ぎ 

せ
せ 

 

ら
ぎ 

鞦
韆
や
蹴
り
漕
ぎ
あ
げ
て
雲
た
ひ
ら 

 

薬
飲
む
白
湯
は
熱
し
窓
に
雪 

 

母
と
成
る
娘
の
顔
や
さ
し
春
日
和 

 

落
椿
す
べ
て
は
掃
か
ず
寺
の
庭 

 

恋
猫
の
領
域
と
化
す
畑
と
庭 

 

長
瀞
の
人
知
れ
ず
咲
く
座
禅
草 

 

逝
き
し
娘
の
ア
ル
バ
ム
ひ
ら
く
春
火
燵 

 

雑
誌
来
る
表
紙
は
す
で
に
春
の
人 

 

神
の
火
や
巫
女
し
め
や
か
に
豆
を
ま
く 

 

春
光
を
浴
び
つ
つ
園
児
か
け
ま
わ
る 

 

水
嬉
々
と
彩
濃
き
七
日
の
芹
洗
う 

み
な
か
み
町
月
夜
野
　
柄
　
澤
　
ひ
さ
を 

 

み
な
か
み
町
藤
原
　
　
阿
　
部
　
八
　
郎 

 

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
石
　
川
　
文
　
星 

 

沼
田
市
西
倉
内
町
　
　
戸
　
丸
　
泰
二
郎 

 

昭
和
村
森
下
　
　
　
　
真
　
下
　
章
　
子 

 

み
な
か
み
町
師
　
　
　
増
　
田
　
耕
　
寿 

 

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
石
　
川
　
さ
　
と 

 

昭
和
村
糸
井
　
　
　
　
須
　
藤
　
澄
　
子 

 

沼
田
市
栄
町
　
　
　
　
渡
　
辺
　
き
み
子 

 

沼
田
市
硯
田
町
　
　
　
阿
　
部
　
ま
　
つ 

 

昭
和
村
貝
野
瀬
　
　
　
狩
　
野
　
亀
　
声 

医療相談室医療相談室 医療相談室医療相談室 医療相談室医療相談室 
　
花
粉
症
と
い
う
と
「
ス
ギ
」
に
よ
る
も
の
が
有
名
で
す
が
、

花
粉
症
の
原
因
と
な
る
花
粉
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
花
粉
の

飛
散
時
期
は
植
物
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
一

年
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
原
因
花
粉
が
飛
ん
で
い
ま
す
。
 

　
ま
ず
は
「
本
当
に
自
分
は
花
粉
症
か
」
、
そ
し
て
「
原
因

に
な
る
花
粉
は
な
に
か
」
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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花
粉
症
に
つ
い
て 

―
日
常
生
活
の
中
で
花
粉
を
避
け
る
― 

利根中央病院 
耳鼻科外来 主任 

広田　暁美 

和風チャウダー 

□ 作り方 

①野菜は蒸すか、ラップにつつんでレンジに
かけ、やわらかくしておきます。 
 
②牛乳を温め、白みそを加えて溶かします。 
 
③②に、①とベーコン、大豆を加え、味をなじ
ませて完成です。 

玉葱…80g　　　　にんじん…30g 
じゃがいも…80g　椎茸…30g 
ベーコン…20g　　大豆(水煮)…150g 
牛乳…160g　 　　白みそ…40g

□ 材料（４人分） 

今月の 
料理 

（栄養課　丸山和希） 

か
ぜ
と
勘
違
い 

か
ぜ
と
の
違
い
の 

 
　
　
　
見
分
け
方 

く
し
ゃ
み
、 

　
　 

鼻
水
、 

　
　
　
鼻
づ
ま
り 

検
査
は
症
状
が 

　
　
　 

出
る
前
に 

飛
散
量
の
多
い
日
は 

　
　 

外
出
を
控
え
る 

　
花
粉
症
の
症
状
は
、
く
し
ゃ

み
、
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
の
ほ
か
、

目
の
か
ゆ
み
な
ど
が
特
徴
で
す
。 

　
主
に
目
や
鼻
と
い
っ
た
花
粉
が

付
着
し
や
す
い
、
粘
膜
の
部
分
で

症
状
が
現
れ
ま
す
。 

し
ゅ
う
せ
ん 

な
が
と
ろ 

牛乳と味噌が意外と合います。 
入院患者さんから好評だったおいしい料理です。 

　
花
粉
症
は
、
か
ぜ
と
症
状
が
似

て
い
る
た
め
、
よ
く
勘
違
い
さ
れ

ま
す
。
軽
い
花
粉
症
で
は
、
市
販

の
か
ぜ
薬
で
も
症
状
が
よ
く
な
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
花
粉
症
だ
と

気
が
つ
か
な
い
人
も
い
ま
す
。 

　
「熱
が
出
れ
ば
か
ぜ
、
出
な
け

れ
ば
花
粉
症
」
と
言
わ
れ
た
り
も

し
ま
す
が
、
花
粉
症
で
も
微
熱
が

出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

鼻
水 

　
か
ぜ
で
は
、
最
初
の
う
ち
は
透

明
で
水
状
で
す
が
、
次
第
に
粘
り

の
あ
る
黄
色
い
鼻
水
に
変
わ
っ
て

き
ま
す
。 

　
花
粉
症
の
鼻
水
は
、
サ
ラ
サ
ラ

の
水
状
の
ま
ま
で
、
変
化
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

治
ま
る
ま
で
の
期
間 

　
か
ぜ
の
場
合
は
一
週
間
ほ
ど
で

治
り
ま
す
が
、
花
粉
症
は
原
因
と

な
る
花
粉
が
飛
散
し
て
い
る
期
間

は
症
状
が
続
き
ま
す
。
ま
た
、
毎

年
ほ
ぼ
決
ま
っ
た
時
期
に
、
い
つ

も
く
し
ゃ
み
や
鼻
水
に
悩
ま
さ
れ

る
と
い
う
場
合
に
は
花
粉
症
が
疑

わ
れ
ま
す
。 

　
治
療
に
あ
た
り
「
本
当
に
花
粉

症
か
」
、
「
ど
の
種
類
の
花
粉
が

原
因
か
」
を
調
べ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
検
査
に
は
、
血
液
検
査
、

皮
膚
検
査
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

当
院
で
は
血
液
検
査
を
主
に
す
す

め
て
い
ま
す
。 

　
検
査
は
、
症
状
が
出
て
、
薬
を

飲
み
始
め
て
か
ら
で
は
、
結
果
が

薬
に
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、

正
確
な
診
断
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
検
査
は
症
状
が
出
る
前
に
受

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

主な花粉の種類と飛散時期 

※地域や天候などにより飛散時期は異なります。 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

鼻…………くしゃみ、鼻水、鼻づまり 

目…………かゆみ、充血、涙がとまらない 

全身症状…倦怠感、微熱 

その他……せき、のどのかゆみ　など 

スギ 

ヒノキ 

イネ科（カモガヤなど） 

キク科（ブタクサなど） 

（
注
）
鞦
韆
＝
ぶ
ら
ん
こ 

花粉症の症状 

日常生活の注意点 
　
花
粉
の
飛
散
す
る
量
は
、
そ
の

年
の
気
候
な
ど
に
よ
っ
て
も
毎
年

違
い
ま
す
が
、
花
粉
症
の
対
策
と

し
て
は
、
日
常
の
生
活
の
中
で
花

粉
を
避
け
る
と
い
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
飛
散
量
の
多
い
日
に
は
、

で
き
る
だ
け
外
出
を
控
え
た
ほ
う

が
よ
い
で
し
ょ
う
。 

　
外
出
は
晴
れ
の
日
よ
り
も
雨
の

日
に
、
暖
か
い
日
よ
り
も
寒
い
日

に
と
、
花
粉
の
少
な
い
日
を
選
ん

で
外
出
す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
時
は
、
症
状

も
ひ
ど
く
な
る
の
で
、
と
く
に
注

意
が
必
要
で
す
。 

　
ま
た
、
飛
散
量
の
多
い
日
に
外

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に

は
、
メ
ガ
ネ
や
マ
ス
ク
の
着
用
、

す
べ
す
べ
し
て
花
粉
の
付
き
に
く

い
服
を
着
る
な
ど
の
工
夫
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
帰
宅
し
た
ら
服
に

付
い
た
花
粉
を
は
ら
う
な
ど
、
家

の
中
に
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
。 

　
症
状
が
軽
く
な
ら
な
い
よ
う
な

場
合
に
は
、
耳
鼻
科
受
診
を
お
す

す
め
し
ま
す
。 

・気象情報や花粉情報に注意する。 

・外出時にはマスクやメガネをする。 
　コンタクトレンズは目との間に花粉が入
りやすく、症状が悪くなることがあるた
め使用は控える。 

・帰宅したら衣類についた花粉を落とし、 
　うがい、洗眼を。 

・花粉飛散時にはできるだけ窓をあけない。 

・こまめに掃除をして家の中の花粉を除去
する。掃除の際にはマスクを。 

・花粉の多い日は家の中に洗濯物を干す。 
　とりこむときはよくはたいて花粉を落とす。 


